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2020年12月31日 812.30 11.11% 7,759.35 1.53% 20,258.86 3.36% 0.91% 48.52 2.54

2021年7月30日 1,125.12 7.79% 9,155.21 1.37% 25,657.05 2.71% 1.22% 73.95 3.91

2021年8月31日 1,099.08 8.05% 9,433.58 1.34% 26,191.56 2.67% 1.31% 68.50 4.38

前月比 -2.3% 0.26% 3.0% -0.03% 2.1% -0.04% 0.09% -7.4% 11.8%

年初来 35.3% -3.06% 21.6% -0.19% 29.3% -0.69% 0.40% 41.2% 72.4%

前年比 54.8% -4.55% 31.2% -0.33% 36.1% -0.79% 0.60% 60.8% 66.4%
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2021年9月8日米国MLPマーケット・マンスリー

≪米国MLP（マスター・リミテッド・パートナーシップ）市場概況≫

（出所）ブルームバーグ （期間）2020年1月2日～2021年8月31日
※MLP：アレリアンMLP指数、米国株：S&P500指数、米国REIT：FTSE/NAREITオール･エクイティREIT指数、すべて配当込み

≪先月の米国MLP市場の動き≫

8月のアレリアンMLP（マスター・リミテッド・パートナーシップ）指数は、下落しました。

上旬は、新型コロナウイルスのデルタ型の感染拡大が続く中、世界景気の回復が遅れ、エネルギー需要の伸び悩む

可能性が意識されたことなどから、原油価格が軟調となる中、MLP市場は下落しました。

中旬に入り、MLP市場は持ち直す場面も見られましたが、デルタ型コロナウイルスの感染拡大が止まらず、エネル

ギー需要停滞への懸念が広がる中、売りが次第に優勢となりました。

下旬は、デルタ型コロナウイルス感染拡大に対する過度の警戒感が後退したことなどから、市場全体に安心感が広

がり、MLP市場は上昇しました。

≪米国MLPトータルリターンおよび配当利回りの推移≫

（出所）ブルームバーグ
※MLP：アレリアンMLP指数、米国株：S&P500指数、米国REIT：FTSE/NAREITオール･エクイティREIT指数、すべて配当込み
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⚫ 足元では、世界的に新型コロナウイルスの感染拡大が見られており、経済やエネルギー需要への逆風になるとの懸念

が市場で高まっていますが、米エネルギー情報局（EIA）の見通しでは、米国の石油消費量は2022年後半にかけて緩

やかに増加することが予想されています。エネルギー需要の拡大は供給量の増加につながることが期待されるため、中

流エネルギー企業にとって追い風になるとみられています。

⚫ 中流エネルギー企業のフリーキャッシュフローは、これまでの大規模投資が一巡したこと等から大幅に増加することが

予想されており、こうしたファンダメンタルズの見直しがMLP市場の上昇に繋がることが期待されます。

⚫ 8月は、多くの米国MLP・中流エネルギー企業が

2021年4-6月期の決算を発表（右表参照）。多

くのMLP・中流エネルギー企業の利益（調整後

EBITDA）が、市場予想並みもしくは予想を上回

る。

⚫ （8月5日）パイプライン等の中流資産の所有、運

営、開発を行うBP Midstream Partners LP

（BPMP）は親会社のBP社より完全子会社化の

提案を受ける。

⚫ （8月11日）米バイデン政権は石油輸出国機構

（OPEC）の加盟・非加盟国で構成される「OPEC

プラス」に対して原油増産を求める声明を出す。

≪先月の米国MLP・中流エネルギー企業関連ニュース≫ 米国MLP・中流エネルギー企業の
2021年4-6月期の決算状況

≪米国のエネルギー動向と中流エネルギー企業の財務状況≫

銘柄名 公表日
調整後
EBITDA
（億米ドル）

前年比
市場
予想
対比

Williams Company 8月2日 13.2 +6.2％
概ね
一致

Plains All American 
Pipeline LP

8月3日 5.8 +10.5％ ➚

Energy Transfer LP 8月3日 26.2 +7.3％
概ね
一致

ONEOK 8月3日 8.0 +50.1％ ➚

EnLink Midstream LLC 8月3日 2.6 +0.9％ ➚

Holly Energy Partners 
LP

8月3日 0.9 +10.1％
概ね
一致

Genesis Energy LP 8月4日 1.4 +7.8％ ➘

MPLX LP 8月4日 13.7 +12.0％ ➚

DCP Midstream LP 8月4日 3.3 +7.1％ ➚

Cheniere Energy 8月5日 10.2 -26.6％ ➘
Western Midstream 
Partners LP

8月9日 4.9 +10.8％ ➚

（出所）各種報道等 ※2021年8月末時点

米国の石油需給の実績と見通し

（年）

（100万バレル/日）

予測

（出所）米エネルギー情報局（EIA) （期間）実績：2019年1Q～2021年2Q、
予測：2021年3Q～2022年4Q
※2021年8月時点

石油消費量

石油供給量

中流エネルギー企業の一株当たりフリーキャッシュフロー

（年）

予測

（出所）ブルームバーグ （期間）2018年～2022年
※中流エネルギー企業は中流MLP銘柄を含むアレリアン中流エネルギー指数
※予測は2021年9月6時点の市場予想

（米ドル）


